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２０１１年８月１５日（北海道＝８月１１．１４日)、北海

道か昼沖縄まで「基地も原発もいらない！どこにも11」の

想いがつながりました。ここに謹んで報告申し上げます。

墜未来へつなぐみんなでつながる”をコンセプトに、かの

大戦で奪われた多くの魂に祈りを捧げ、未来の子どもたち

に平和をつなぐ想いを込めたアクション。ご賛同いただい

た各地の団体・個人の方々…北海道・福島県・山口県（上

関町祝島）・沖縄（高江・読谷・二見）に、全国からお寄

せいただいたカンパより風船等を提供し、それぞれの空へ

掲げました。また、沖縄・恩納村の国道５８号線沿いには

横断幕を、沖縄・読谷村ではアドバルーンも揚げました。

カンパをお寄せいただいた皆様、全国各地で協同された

団体・個人の皆様に心より感謝申し上げます。また、ご賛

同をいただきながら時間的な制約のため実施に至らなかっ

た各団体に感謝とお詫びを申し上げます。

市民の意見３０の会

バルーン大作戦

･東京
l

ブロジエクト垣広 成子

１．経過報告

２０１１年４月、市民の意見３０の会・東京（http://

www1jcaapc･org/iken30/＝以下、本会）会員が所有

する沖縄･恩納村の国道58号線沿いに横断幕とアドバルー

ンを揚げる「ルート５８バルーン大作戦」プロジエクトを

立ち上げました。本プロジェクトを進めるなかで「８月

１５日は同時多発的な行動を！」と全国展開を目指すこと

になりました。本会会員外の皆様には事後報告となります

が、ご了承下さい。

２．横断幕のロゴについて

公募した横断幕のロゴに２５名の方が応募されました。

７月８日事務局会議で､東京都の岩村利一･幸子さんの｢墓

地に頼らない平和を１原発に頼らない生活を！」に決定

しました。

３．収支報告について

お寄せいただいたカンパは、１８４件・786,471円でした。改めてご協力に感謝し、下記の通り収支報告をいたします。

アクションに使用する風船は環境負荷の少ない天然ゴム製十ペーパークリップ（各1,400個）を用い、ヘリウムガス１４

本・アドバルーンと横断幕の費用等合わせて377.871円となりました。さらにアクションの準備・実行のため、８月１３

～１６日に本プロジェクトより２名を沖縄へ派遣しましだ。

収入の部

科目｜金額(円）｜摘要

カンパ 786,471 １８４件

合計 7８６．４７１

収支報告書

支出の部

科目

広告宣伝費

印刷費

通信費

消耗品費

支払手数料

運動費

雑費

合計

金額（円）

153,058

１８，０００

３０‘５００

31400

3,780

577,473

圏副９

786,471

自２０１１年４月１日

至２０１１年８月３１Ｅ

摘要

チラシ8,500枚（３刷分）

報告書３００部

ヤマトメール便他

会議資料ｶﾗー ｺﾋ゚ :-代

振込手数料

風船・クリップ1,400個＝231,8711ｴ

ｱﾄ゙ ﾊ参ﾉﾄﾝ・横断幕竃２＝146,000円

沖縄ｱｸｼｮﾝ派遣費用＝199,602円

8/１６付沖輝ﾀｲﾑｽ・琉球新報



篭翰

４.各地のアクション報告 弓 角

堅
》 １

《北海 道 》

融鐸ざ鯉§電

▲８月１４日、幼子も懸命の訴え写真提供意小林芳子

ー~1－

私たちは、自由にパフォーマンスできる「音楽区」で風

船を配りました。その際に、原発に対しての想いや願い

を風船に書いてもらい、思い思いに飛ばしてもらいまし

だ。途中、あいにくの雨が降り１５０個しか配れず、残り

の１５０個は９月１１日に福島市内で行われた「9.11アク

ション」のデモパレードで持っていただきました。風船が

加わったことで、パレードがとても華やかになりました。

子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク・事務局

小林麻耶

※小林麻耶さんには本ブロジエクトとの連絡．ご報告・写真提

供など多大なご協力をいただきました。

①８月１１日、札幌市の中心部にある大通公園近くの三越前にて、

「Shut泊（http://shuttomari・blogspot・com/)」バルーン作戦。

②８月１４日、札幌市大通公園周辺で「ShUt泊」企画に150名が

参加し、風船を持って雨中デモ。その後１００個の風船を飛ばしま

した。

※泊原発の「ブルサーマルを知ろう」後志住民ネットワーク（httP:/／

earthshift､biogfc2com/bIog-entry-29､html）小林芳子さんに本プロ

ジェクトとの連絡・写真提供など、お骨折りをいだだきました。
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▲▼８月１１Ｆ'三誠前写真提供:五十嵐敏文（本会会員）

▲福島の空に舞う風船
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▲反原尭の想いを込めて
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▲風船を準備牢

《福島》 写真提供:小林麻耶
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＝「子ども福島（http://kodomofukushima､net/)」

事務局小林さんよりいただいたご報告

市民の意見３０の会・東京様から寄贈いただいた風船

300個は、８月１５日に福島市内で行われた「ａｌ５世界

同時多発フェスティバルＦＵＫＵＳＨＩＭＡ１」で配らせて

いただきました。県内外からの参加者13,000人（運営委

員会調べ）の大規模なイベントでした。テーマは脱原発で

はありませんでしたし、放射線をあまり気にしていない方

が多い中の参加は賛否両論ありましたが、この機会に私た

ちの会を知っていただき、放射線とはどのようなものかを

知るきっかけになってもらえればという思いで参加しまし

た。
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《祝島》 写真提供：山戸孝

＝「祝島島民の会」事務局・山戸孝さん談

「上関原発を建てさせない祝島島民の会（httP:/／

shimabito､net/)｣が､30年に亘って毎週実施している"月

曜デモ”の前に、お盆の帰省客や子ども達と風船を膨らま

せ、一緒に飛ばしました。
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▲茨11|の風船が本士まで △風船の行方を追って▲子どもたちも一緒に…蕊しそう

▲読谷村ｲSj煽心円米抽佑協宗左権太的に鼻‘直せ!！

《沖縄》琴冥提供垣内成子休会畢局）②８月14日､午前中｢高江へﾘバﾂド建設反対｣､午後
は「辺野古新基地建設反対」の座り込みに参加しました。

①８月１３日、恩納村の国道58号線沿いに横断幕を設置③８月･'５日、現在は読谷村村道である読谷補助飛行場跡
し、風船を掲げました。地（滑走路）で、アドバルーン「基地も原発もない平和
当初予定のアドバルーンは、現地状況（山林等）により、を!」を掲げ、正午に３０名の参加者で黙祷の後、100個

次項の読谷村に変更しました。 の風船を飛ばしました（｢琉球新報」掲載)。
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－４ページに続く

※元読谷村議の知花昌一さんにはアドバルーン
掲揚場所の曜保など絶大なるご協力をいただ
き、“沖縄アクション''を成功させることがで
きました。

、,…昌,河卿２２Ji６１冊（厩1１
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▲８月１３日、恩納村の国道５８線沿いに掲げた横断幕
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△８月１５日、旧米軍滑走路上に横断幕と東京
からの派遣者が持参したプラカードを設遍

五
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風船は島から本土まで飛び、光市の方から風船が届いた

との連絡がありました。原発予定地に隣接する自治体に届

いたことは、万が一の事故時に風向きによっては放射能が

届くことが分かりました。

※「祝島島民の会｣清水敏保事務局長､山戸孝事務局（｢祝

島自然エネルギー１００％プロジェクト＝http://www‘

iwailOOjp/理事）にお骨折りをいただきました。
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２０１１年８月，i６日火曜凋
坪成型卿［旧７月17日・大安】
鳳姉行底面１１“心郵劃Ｔｍ柿11跨

騨嘆劃割悦-＄“》沖蝿タイムス社
蛙詞蹄霊型lIo聾価岐唾魁痔危翻鍛心ﾜＡ１竺劃11ｲ『
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写真提供：ＫＥＮ子

ｉ１１，１４の両日に計200個②眉紺を提げた創誉３カ所に風船150個をくくりつけた。『へ

調薫麟嘉蝋蕊議繍灘繍琴繍鱒撫鯛総；ない含風船と一緒に米国に飛んで１，１つてほ
で､各地の市民団体と鳳舘約900侭壱鵬けｉ詩雨する山口呉と側Eln北海趣鵬ﾃ症も＃商江でば､璽設現場削の座り込みテント&しい」と諾した．

《個人》

▲ｉＮ４、Ｂテント’ ▲「Ｎ１テント

８月１６日火稲Ｅ
［旧７月17日･大安］

▲８月１５円、墓libはいらない！どこにも１１の想い涯1入めて

屍１蒜f諦球新報社
〒９００－弱鰐那ﾐ,雨天久9鰯喬地

送墓０”(863>5111
Ｋmj趣鐘諦鞭社20】1年

▲８月１４日、ペーパークリップに想いを記す同宿のご家族

写真提供:垣内成子（本会事務局）
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▲「N４．Ａテント」

▲８月６日福岡、中央にＫＥＮ子さん

①「沖縄環境ネットワーク（http://okikannet,ti-da

net/e3340858.html)」事務局でアーティストのＫＥＮ

子さんが８月６日から福岡などで風船を揚げました。

②８月１５日朝、東京からの派遣者が宿泊しだ名護市二

見（辺野古の近く）の「民宿てるや」中庭で、他の宿泊

者とともに風船を飛ばしました。

※「住民の会」ブログに掲載され、参加された皆様にも楽しん

でいただけたようです。

④「高江へリパッドいらない住民の会（http://takaeti‐

danet/)」が米海兵隊北部訓練場の「Ｎ４とＮ１」ゲート

前で風船を揚げました（｢沖縄タイムス」掲載)。
写真提供：Ｆ住民の会さ
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